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研究成果の概要（和文）：生成文法理論の極小主義プログラムにおいて仮定されている素句構造

から、言語理論から独立した数学・情報科学・計算機科学等の分野で確立されているグラフ理

論を適用して線状的音形表現を得る方法を提案し、共有現象の分析に有効な多重支配構造にも

適用可能であることを確認した。それには主要部移動を複数指定部への代入移動とし、音形表

現は素句構造の終端記号としての主要部ではなく、その最大投射範疇ラベルの音形的線状化で

ある。 

 
研究成果の概要（英文）：A method is proposed of obtaining linear phonetic expressions from Bare 

Phrase Structure assumed in the Minimalist Program of the Generative Grammar, by adopting graph 

theory established in mathematics, information science, computer science, and related areas, 

independently from linguistic theories. And its applicability to multidominance structures, probable for 

analyses of sharing phenomena, is verified. For this method, head movement should be substitution into 

one of multiple specifiers, and the spell-out applies not to heads as terminal symbols in Bare Phrase 

Structures, but as labels of their maximal projections in linearization. 
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１．研究開始当初の背景 

 

現在の生成文法理論では、統語構造の線

状化について従来の X バー図式に基づく 

Kayne (1994) の 反 対 称 性 理 論 

(Antisymmetry Theory) における線状対応

公理 (Linear Correspondence Axiom) が一

般に仮定され、Uriagereka (1999) による複

式書き出し (Multiple Spell-Out) を基に、最

新の位相理論  (Phase Theory; Chomsky 

2000, et seq.) では Fox & Pesetsky (2005) 

等 に よ り 循 環 的 線 状 化  (Cyclic 
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Linearization) が提案されている。 

しかしながら、反対称性理論は極小主義

プログラムで最新の素句構造理論  (Bare 

Phrase Structure Theory; Chomsky 1995, et 

seq.) では認められない非分岐節点を仮定

しなければ線状対応公理が適用できない。

また、Guimarães (2008) が指摘するように、

反対称性理論は多分岐節点、主要部の非主

要部への付加構造、非主要部の主要部への

付加構造、多重指定部、主要部への多重付

加構造を許し、素句構造から線状的音形と

しての単語列を得る方法は確立されてい

ない。 

これまでの研究で、統語構造の線状化に

は言語理論から独立した数学・情報科学・

計算機科学等の分野で確立されているグ

ラフ理論が有効であることを見出してき

た。 

 

(1) 統語構造の線状化に関する最近の研究

の中にも、グラフ理論を用いたものが存在

し、Kural (2005) は、従来の X バー理論に

基づく統語「木」構造に対し、グラフ理論

で一般に用いられる深さ優先巡回探索走

査の３順序を適用し、類型論的に優位な 

VSO 型、SVO 型、SOV 型の３種の基本

語順を、単一の統語「木」構造から導く提

案を出しているが、特定の移動現象におい

ては経験的問題が残り、節点間に線状順序

を含意しない素句構造にはそのままでは

適用できないという理論的問題が残る。 

 

(2) また、素句構造理論に基づく  Yasui 

(2003) や Jayaseelan (2008) は、素句構造が

ラベル付き集合として表記される点と、素

句構造での構造としての節点ラベルを区

別せず、結果として統語構造ではなく依存

関係を現す線形グラフを得るに陥ってい

る。これらは、素句構造での節点ラベルを

破棄しようとする Collins (2002) の提案と

同様の帰結であり、素句構造理論での節点

ラベルの意義、及びその性質については未

だ解明されているとは言えない。 

 

(3) また、省略／削除を含む共有現象に対

し、以前から多重支配構造が提案されてき

たが、その音形的線状化の問題から普及し

て来なかった。De Vries (2009) は右節点繰

り上げ構文等の後方共有現象を平面多重

支配構造で分析し、その音形的線状化には

多重枝の刈り込みによる平面木構造への

変換後、深さ優先巡回探索走査を適用する

提案をしているが、終端記号としての形態

語彙を直接線状化するため、走査の３順序

とも同一語順に帰してしまっている。また、

伝統的な付加移動としての主要部移動を

仮定しているため、潜在的移動として音形

的に顕在化しないという問題を抱えてい

る。 

 

２．研究の目的 

 

本研究では、グラフ理論を用いて、生成

文法理論の極小主義プログラムで問題と

なる、統語構造とその線状化はいかにある

べきかを学際的に解明することを全体構

想とし、具体的には、言語理論に依存しな

い線状化方式の確立、そこで問題となる節

点ラベルの意義の究明、これまで「木」と

捉えられてきた統語構造を見直すことを

目的とする。 

 

３．研究の方法 

 

先ず、生成文法理論の極小主義プログラ

ムで最新の素句構造にグラフ理論での巡

回探索走査を適用する上で問題となる事

象を精査し、理論的問題と経験的分析問題

とに峻別特定する。 

経験的分析問題には文献調査から問題

となる現象の可能な分析案を検討する。 

理論的問題には文献調査を基に、学内外

のグラフ理論の専門家に助言を求めなが

ら思弁的方法で素句構造の線状化アルゴ

リズムを考案し、コンピューター上でのシ

ミュレーションによりアルゴリズムを検

証確認する。 

 

４．研究成果 

 

(1) 生成文法理論極小主義プログラムの素

句構造にグラフ理論での巡回探索走査を

適用するには、素句構造の属性として非平

面二分木グラフを仮定し、巡回探索走査に

おける子孫節点の左右言及に替わる言及

方法が必要となる。 

統語構造は終端記号としての形態語彙

が投射した構造を持ち、その特性から子孫

節点を同系子孫節点と異系子孫節点に区

分可能で、深さ優先巡回探索走査における

子孫節点への言及には同系／異系の別に

より非平面二分木グラフである素句構造

にも適用可能となる。 

 

(2) 巡回探索走査では全ての節点の配列が

得られ、Kural (2005) は最大投射範疇から、



その主要部となる終端記号としての形態

語彙を抜き出すアルゴリズムを埋め込み、

音形表出を得る提案をしているが、素句構

造では節点ラベルに終端記号としての形

態語彙そのものを用いているので、深さ優

先巡回探索走査における節点調査を最大

投射範疇にのみ適用し、そのラベルを書き

出すようにアルゴリズムを改変すること

により音形表出の直接書き出しが可能に

なる。 

 

(3) 深さ優先巡回探索走査による木構造の

線状化には、主要部移動に一般に仮定され

ている付加構造が経験的問題として残る

が、付加移動としての主要部移動は、統語

構造の線状化のみならず極小主義プログ

ラム以前から理論的に問題であり、極小主

義プログラムでは様々な解決案が出され

てきた。主要部移動は音韻部門で起こると

する案、樹間移動案、残存句移動による主

要部移動の廃止案、主要部の移動先での再

投射案、複数指定部への代入移動案等があ

るが、深さ優先巡回探索走査による素句構

造の線状化には、複数指定部への代入移動

案が最適である。 

 

(4) 多重支配構造の音形的線状化にも、複

数指定部への代入移動としての主要部移

動、素句構造、最大投射範疇ラベルの書き

出しを適用することにより、移動現象と共

有現象での相補的音形位置を捉えること

が可能で、深さ優先巡回探索走査の３順序

と共にパラメター化することにより、類型

論的に異なる語順を導出することが可能

となる。 
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